
同封品

【手順①】
　「透明樹脂板」の穴2ヶ所に「Sフック」を
　引っ掛ける

【手順②】
　天井に「マスターフックW」を任意の位置に
　2ヶ所刺し込み固定する

【手順③】
　「マスターフックW」に「リーズロック」を
　固定した方のワイヤーを引っ掛ける

【手順④】
　吊下げたワイヤーに【手順①】で準備した
　板を引っ掛けて完成

＜使用後のお手入れについて＞ ＜注意事項＞

↓ワイヤー（×2本） ↓リーズロック（×2ケ）

↑マスターフックW
（×2ケ）

←Sフック（×2ケ）

＜注意＞
・事故防止のため作業は必ず2名でおこなってください。
･作業時の事故における責任は一切負えません。

＊大きい方を引っ掛けて下さい

※「マスターフックW」の
　固定方法はウラ面参照

※「リーズロック」の
　固定方法はウラ面参照

＊固定の間隔は「Sフック」と同じくらいをおすすめします

＊ワイヤーの長さは「リーズロック」で任意の位置で調整ください

＊傾きなどは「リーズロック」で調整ください

飛沫感染予防対策  吊下げパーテーション
取扱説明書

＊板の素材はポリ塩化ビニルとなりますので、とがったもので表面を当てると
　キズが残る事があります。

＊温度環境で若干の変形を起こす場合があります。

＊万が一、落下などでケガなどされた場合でも責任を一切負えません。

＊こちらの製品は予防のため、感染された場合でも責任を一切負えません。
使用後の表面のお手入れ方法としては、
次亜塩素酸系もしくは、中性洗剤を
100倍希釈したものを、柔らかな布に
塗布して拭く事をおすすめします。

次亜塩素酸系
or

中性洗剤（100倍希釈）
次亜塩素酸系

or
中性洗剤（100倍希釈）

※表裏にマスキングが付いているので、
はがしてご使用ください

←マスキングはがす

透明樹脂板
（×1枚）
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